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宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一
号

　
　
　

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

第
八
条
中
第
二
十
二
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
第
二
十
一
号
を
第
二
十
二
号
と
し
、
第
二
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

　

二
十
一　

遺
児
等
の
奨
学
金
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
八
条
の
二
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

　

二　

幼
児
教
育
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
十
三
条
の
三
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ

る
。

　

第
十
三
条
の
四
第
九
号
中
「
美
術
品
取
得
基
金
」
を
「
美
術
品
等
取
得
基
金
」
に
改
め
る
。

　

第
十
七
条
第
二
項
の
表
中
「

心
の
サ
ポ

ー
ト
専
門

監

義
務
教
育
課

上
司
の
命
を
受
け
、
学
校
が
抱
え
る
特
に
重

要
な
教
育
上
の
課
題
（
心
の
ケ
ア
、
い
じ
め
、

不
登
校
等
）
へ
の
対
策
に
関
す
る
事
務
を
掌

理
す
る
。

」

を
「

心
の
サ
ポ

ー
ト
専
門

監

義
務
教
育
課

上
司
の
命
を
受
け
、
学
校
が
抱
え
る
特
に
重

要
な
教
育
上
の
課
題
（
心
の
ケ
ア
、
い
じ
め
、

不
登
校
等
）
へ
の
対
策
に
関
す
る
事
務
を
掌

理
す
る
。

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

特
別
支
援

教
育
専
門

監

特
別
支
援
教
育
課

上
司
の
命
を
受
け
、
特
別
支
援
教
育
施
策
の

推
進
及
び
特
別
支
援
学
校
教
員
の
人
材
育
成

に
関
す
る
事
務
を
掌
理
す
る
。

」

「
心
の
サ
ポ
ー
ト
専
門
監
」
の
下
に
「
、
特
別
支
援
教
育
専
門
監
」
を
加
え
る
。

　

第
二
十
七
条
第
二
項
の
表
中
「

宮
城
県
立
小
松
島
支
援
学
校　

松
陵
校

仙
台
市

」
を

「

宮
城
県
立
小
松
島
支
援
学
校　

松
陵
校

仙
台
市

に
改
め
る
。

宮
城
県
立
名
取
支
援
学
校　
　

名
取
が
丘

校

名
取
市

」

　

別
表
第
二
第
二
号
の
表
文
化
財
保
護
審
議
会
の
項
中
「
第
百
九
十
条
第
二
項
」
を
「
第
百
九
十
条
第
三
項
」
に
改
め

る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

教
育
職
員
の
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
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〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

　
　
　

教
育
職
員
の
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

教
育
職
員
の
免
許
状
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

第
九
条
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
表
中
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
を
「
教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項
に
関
す
る
科

目
」
に
、「
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
各
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
又
は
教
諭
の
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す

る
科
目
等
」
に
、「
教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号

及
び
第
七
号
の
表
中
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
を
「
領
域
に
関
す
る
専
門
的
事
項
に
関
す
る
科
目
」
に
、「
教
職
に
関

す
る
科
目
」
を
「
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
又
は
教
諭
の
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等
」
に
、「
教

科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目
」
に
改
め
る
。

　

第
十
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
表
中
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
を
「
教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項
に
関
す
る
科

目
」
に
、「
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
各
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
又
は
教
諭
の
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す

る
科
目
等
」
に
、「
教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号

の
表
中
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
を
「
領
域
に
関
す
る
専
門
的
事
項
に
関
す
る
科
目
」
に
、「
教
職
に
関
す
る
科
目
」

を
「
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
又
は
教
諭
の
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等
」
に
、「
教
科
又
は
教

職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目
」
に
改
め
る
。

　

第
十
一
条
中
「
附
則
第
十
項
」
を
「
附
則
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
の
表
中
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
を
「
教
科
に

関
す
る
専
門
的
事
項
に
関
す
る
科
目
」
に
、「
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
各
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
又
は
教

諭
の
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等
」
に
、「
教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
大
学
が
独
自
に
設
定
す

る
科
目
」
に
改
め
る
。

　

第
十
二
条
中
「
附
則
第
三
十
四
項
」
を
「
附
則
第
三
十
八
項
」
に
改
め
、
同
条
各
号
の
表
中
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」

を
「
教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項
に
関
す
る
科
目
」
に
、「
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
各
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る

科
目
又
は
教
諭
の
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等
」
に
、「
教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
大
学
が
独

自
に
設
定
す
る
科
目
」
に
改
め
る
。

　

第
十
三
条
の
表
中
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
を
「
教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項
に
関
す
る
科
目
」
に
、「
教
職
に
関

す
る
科
目
」
を
「
各
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
又
は
教
諭
の
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等
」
に
改
め
る
。

　

第
十
四
条
各
号
の
表
中
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
養
護
教
諭
・
栄
養
教
諭
の
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科

目
等
」
に
、「
養
護
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目
」
に
改
め
る
。

　

第
十
四
条
の
二
の
表
中
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
養
護
教
諭
・
栄
養
教
諭
の
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科

目
等
」
に
改
め
る
。

　

第
十
四
条
の
三
第
一
号
の
表
中

「

在
職
年
数

最
低
修
得
単
位
数
に
含
め
る
科
目
別
最
低
単
位
数

最
低
修
得

単
位
数

」
を

教
職
に
関
す
る
科
目

教
育
課
程
及
び
指
導
法
に
関
す
る
科
目

保
育
内
容
の
指
導
法

「

在
職
年
数

最
低
修
得
単
位
数
に
含
め
る
科
目
別
最
低
単
位
数

最
低
修
得

単
位
数

」
に

保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

改
め
、
同
条
第
二
号
の
表
中

「

在
職
年
数

最
低
修
得
単
位
数
に
含
め
る
科
目
別
最
低
単
位
数

最
低
修
得

単
位
数

を

教
職
に
関
す
る
科
目

教
育
課
程
及
び
指
導
法
に
関
す
る
科
目

生
徒
指
導
、
教
育
相
談
及

び
進
路
指
導
等
に
関
す
る

科
目

各
教
科
の
指
導
法

道
徳
の
指
導
法

 

一

 

七

 

一

 

二

 

十

 

二

 

五

 

一

 

一

 

七

」

「

在
職
年
数

最
低
修
得
単
位
数
に
含
め
る
科
目
別
最
低
単
位
数

最
低
修
得

単
位
数

各
教
科
の

指
導
法
に

関
す
る
科

目

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導
、
教

育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

道
徳
の
理

論
及
び
指

導
法

生
徒
指
導

の
理
論
及

び
方
法

教
育
相
談
（
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
に
関

す
る
基
礎
的
な
知

識
を
含
む
。）
の

理
論
及
び
方
法

進
路
指
導
及
び
キ

ャ
リ
ア
教
育
の
理

論
及
び
方
法

に
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一

 

七

 

一

 

二

 

一
〇

 

二

 

五

 

一

 

一

 

七

」

改
め
、
同
条
第
三
号
の
表
中

「

在
職
年
数

最
低
修
得
単
位
数
に
含
め
る
科
目
別
最
低
単
位
数

最
低
修
得

単
位
数

を

教
職
に
関
す
る
科
目

教
育
課
程
及
び
指
導
法
に
関
す
る
科
目

生
徒
指
導
、
教
育
相
談
及
び
進
路
指

導
等
に
関
す
る
科
目

各
教
科
の
指
導
法

 

一

 
七

 

二

 

九

 

二

 

五

 

一

 

六

」

「

在
職
年
数

最
低
修
得
単
位
数
に
含
め
る
科
目
別
最
低
単
位
数

最
低
修
得

単
位
数

に

各
教
科
の

指
導
法
に

関
す
る
科

目

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導
、
教

育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

生
徒
指
導
の
理
論

及
び
方
法

教
育
相
談
（
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
に
関
す
る

基
礎
的
な
知
識
を
含

む
。）
の
理
論
及
び

方
法

進
路
指
導
及
び
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
理
論
及

び
方
法

 

一

 

七

 

二

 

九

 

二

 

五

 

一

 

六

」

改
め
、
同
条
第
四
号
の
表
中

「

在
職
年
数

最
低
修
得
単
位
数
に
含
め
る
科
目
別
最
低
単
位
数

最
低
修
得

単
位
数

教
科
に
関
す
る
科
目

教
職
に
関
す
る
科
目

教
育
課
程
及
び
指
導
法
に

関
す
る
科
目

生
徒
指
導
、
教
育
相
談

及
び
進
路
指
導
等
に
関

す
る
科
目

各
教
科
の
指
導
法

を

 

一

 

七

 

二

 

二

 

十
一

 

二

 

五

 

一

 

二

 

八

 

三

 

五

 

一

 

一

 

七

」

「

在
職
年
数

最
低
修
得
単
位
数
に
含
め
る
科
目
別
最
低
単
位
数

最
低
修
得

単
位
数

に

教
科
に

関
す
る

専
門
的

事
項
に

関
す
る

科
目

各
教
科

の
指
導

法
に
関

す
る
科

目

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指

導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

生
徒
指
導
の
理

論
及
び
方
法

教
育
相
談
（
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
に
関

す
る
基
礎
的
な
知

識
を
含
む
。）
の

理
論
及
び
方
法

進
路
指
導
及
び
キ

ャ
リ
ア
教
育
の
理

論
及
び
方
法

 

一

 

七

 

二

 

二

 

一
一

 

二

 

五

 

一

 

二

 

八

 

三

 

五

 

一

 

一

 

七

」

改
め
、
同
条
第
五
号
の
表
中

「

在
職
年
数

最
低
修
得
単
位
数
に
含
め
る
科
目
別
最
低
単
位
数

最
低
修
得

単
位
数

教
職
に
関
す
る
科
目

教
科
又
は
教
職
に

関
す
る
科
目

教
育
課
程
及
び
指
導
法
に
関
す
る
科
目

生
徒
指
導
、
教
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育
相
談
及
び
進

路
指
導
等
に
関

す
る
科
目

各
教
科
の
指
導
法

道
徳
の
指
導
法

を

 
一

 

一

 

一

 

一

 

三

 

六

 

二

 

一

 

一

 

一

 

二

 

五

」

「

在
職
年
数

最
低
修
得
単
位
数
に
含
め
る
科
目
別
最
低
単
位
数

最
低
修
得

単
位
数

に

各
教
科
の

指
導
法
に

関
す
る
科

目

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び

生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

大
学
が
独
自

に
設
定
す
る

科
目

道
徳
の

理
論
及

び
指
導

法

生
徒
指

導
の
理

論
及
び

方
法

教
育
相
談

（
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
に
関

す
る
基
礎
的

な
知
識
を
含

む
。）の
理
論

及
び
方
法

進
路
指
導
及

び
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
理
論

及
び
方
法

 

一

 

一

 

一

 

一

 

三

 

六

 

二

 

一

 

一

 

一

 
二

 

五

」

改
め
、
同
条
第
六
号
の
表
中

「

在
職
年
数

最
低
修
得
単
位
数
に
含
め
る
科
目
別
最
低
単
位
数

最
低
修
得

単
位
数

教
職
に
関
す
る
科
目

教
科
又
は
教
職
に
関
す

る
科
目

教
育
課
程
及
び
指
導
法

に
関
す
る
科
目

生
徒
指
導
、
教
育
相
談
及

び
進
路
指
導
等
に
関
す
る 

科
目

各
教
科
の
指
導
法

を

 

一

 

一

 

二

 

六

 

九

 

二

 

一

 

一

 

四

 

六

」

「

在
職
年
数

最
低
修
得
単
位
数
に
含
め
る
科
目
別
最
低
単
位
数

最
低
修
得

単
位
数

に

各
教
科

の
指
導

法
に
関

す
る
科

目

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生

徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

大
学
が
独
自

に
設
定
す
る

科
目

生
徒
指
導
の
理

論
及
び
方
法

教
育
相
談
（
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ

に
関
す
る
基
礎

的
な
知
識
を
含

む
。）の
理
論
及

び
方
法

進
路
指
導
及
び

キ
ャ
リ
ア
教
育

の
理
論
及
び
方

法

 

一

 

一

 

二

 

六

 

九

 

二

 

一

 

一

 

四

 

六

」

改
め
る
。

　

第
十
五
条
第
八
号
中
「
第
六
条
第
一
項
の
表
備
考
第
九
号
若
し
く
は
第
十
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
の
表
備
考
第
九

号
、
第
四
条
第
一
項
の
表
備
考
第
八
号
」
に
、「
第
十
条
の
表
備
考
第
二
号
」
を
「
第
九
条
の
表
備
考
第
三
号
」
に
改

め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

県
立
学
校
職
員
の
人
事
評
価
に
関
す
る
規
則
及
び
市
町
村
立
学
校
職
員
の
人
事
評
価
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号

　
　
　

 

県
立
学
校
職
員
の
人
事
評
価
に
関
す
る
規
則
及
び
市
町
村
立
学
校
職
員
の
人
事
評
価
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

　

次
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
中
「
最
終
評
価
者
」
を
「
第
二
次
評
価
者
」
に
改
め
る
。
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一 　

県
立
学
校
職
員
の
人
事
評
価
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
第
六
条
、
第
七

条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
八
条

二 　

市
町
村
立
学
校
職
員
の
人
事
評
価
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
第
六
条
、

第
七
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
八
条
第
一
項

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

教
育
職
員
の
免
許
状
の
有
効
期
間
の
更
新
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号

　
　
　

教
育
職
員
の
免
許
状
の
有
効
期
間
の
更
新
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

教
育
職
員
の
免
許
状
の
有
効
期
間
の
更
新
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
一
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
号
様
式
及
び
第
四
号
様
式
中

「

領　　
域

開　　
　

設　　
　

者
修
了
（
履
修
）
年
月
日

対
象
免
許
種

を

必
修

領
域

　
　
　
　

年　　
月　　

日

選
択
必
修
領
域

　
　
　
　

年　　
月　　

日
教
・
養
・
栄

選
択

領
域

　
　
　
　

年　　
月　　

日
　
　
　
　

年　　
月　　

日
　
　
　
　

年　　
月　　

日

教
・
養
・
栄

教
・
養
・
栄

教
・
養
・
栄

」

「

領　　
域

開　　
　

設　　
　

者
修
了
（
履
修
）
年
月
日

対
象
免
許
種

に

必
修

領
域

　
　
　
　

年　　
月　　

日

選
択
必
修
領
域

　
　
　
　

年　　
月　　

日

選
択

領
域

　
　
　
　

年　　
月　　

日
　
　
　
　

年　　
月　　

日
　
　
　
　

年　　
月　　

日

教
・
養
・
栄

教
・
養
・
栄

教
・
養
・
栄

」

改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

美
術
品
等
取
得
基
金
管
理
運
用
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号

　
　
　

美
術
品
等
取
得
基
金
管
理
運
用
規
則

　

（
趣
旨
）

第 

一
条　

こ
の
規
則
は
、
美
術
品
等
取
得
基
金
条
例
（
昭
和
五
十
三
年
宮
城
県
条
例
第
七
号
）
及
び
教
育
委
員
会
等
へ

の
事
務
の
委
任
及
び
補
助
執
行
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
宮
城
県
規
則
第
六
十
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
美

術
品
等
取
得
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。）
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
美
術
品
等
の
範
囲
）

第 

二
条　

基
金
で
取
得
す
る
美
術
品
等
は
、
宮
城
県
美
術
館
に
お
い
て
収
集
す
る
美
術
品
（
以
下
「
美
術
館
収
集
品
」

と
い
う
。）
並
び
に
東
北
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
収
集
す
る
考
古
資
料
、
民
俗
資
料
、
美
術
工
芸
及
び
建
造
物
に
関

す
る
資
料
そ
の
他
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
（
以
下
「
歴
史
博
物
館
収
集
品
」
と
い
う
。）
と
す
る
。

　

（
美
術
品
等
取
得
計
画
）

第 

三
条　

宮
城
県
美
術
館
及
び
東
北
歴
史
博
物
館
の
館
長
（
以
下
「
美
術
館
長
等
」
と
い
う
。）
は
、
基
金
に
よ
り
美

術
品
等
の
取
得
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
美
術
品
等
取
得
計
画
（
以
下
「
計
画
」
と
い
う
。）
を
教
育
長
に
提
出
し
、

承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２ 　

計
画
は
、
取
得
に
係
る
美
術
品
等
が
美
術
館
収
集
品
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
宮
城
県
美
術
館
の
館
長
が
、
歴
史

博
物
館
収
集
品
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
東
北
歴
史
博
物
館
の
館
長
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

３ 　

美
術
館
長
等
は
、
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
取
得
に
係
る
美
術
品
等
が
美
術
館
収
集
品

で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
宮
城
県
美
術
館
協
議
会
（
美
術
館
協
議
会
条
例
（
昭
和
五
十
六
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
一

号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
宮
城
県
美
術
館
協
議
会
を
い
う
。）
に
、
歴
史
博
物
館
収
集
品
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は

東
北
歴
史
博
物
館
協
議
会
（
歴
史
博
物
館
協
議
会
条
例
（
平
成
十
一
年
宮
城
県
条
例
第
三
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る

東
北
歴
史
博
物
館
協
議
会
を
い
う
。）
に
諮
問
し
、
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４　

前
三
項
の
規
定
は
、
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　

（
美
術
品
等
の
保
管
等
）

第 

四
条　

基
金
で
取
得
し
た
美
術
品
等
は
、
当
該
美
術
品
等
が
美
術
館
収
集
品
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
宮
城
県
美
術

館
に
、
歴
史
博
物
館
収
集
品
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
東
北
歴
史
博
物
館
に
保
管
す
る
。
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２ 　

美
術
館
長
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
す
る
美
術
品
等
を
宮
城
県
美
術
館
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
宮
城

県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
三
号
）
第
二
条
及
び
東
北
歴
史
博
物
館
管
理
規
則
（
平
成
十
一
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規

則
第
十
九
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

美
術
館
長
等
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
す
る
美
術
品
等
を
、
収
蔵
品
と
し
て
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
引
渡
し
）

第 

五
条　

基
金
で
取
得
し
た
美
術
品
等
を
一
般
会
計
に
引
き
渡
す
場
合
の
価
格
は
、
当
該
美
術
品
等
の
取
得
価
格
と
す

る
。

　

（
基
金
財
産
台
帳
）

第 

六
条　

教
育
長
は
、基
金
に
属
す
る
財
産
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、財
産
の
種
類
ご
と
に
基
金
財
産
台
帳（
別

記
様
式
）
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
委
任
）

第
七
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
長
が
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別記様式（第６条関係）

その１

基 金 財 産 台 帳 （総　括）

 （単位：円）

年月日 増減理由
現　金

美　術　品　等
繰替運用等

計 摘要増 減 現在高

増 減 現在高 点数 価　格 点数 価　格 点数 価　格 増 減 現在高

　（注）１　年月日欄には，増減の年月日を記入すること。
　　　　２　増減理由欄には，積立て，取得，引渡し等の増減理由を記入すること。
　　　　３　会計年度を経過するごとに，その年度における増減等の合計を記入すること。
　　　　４　価格は，税込みで記入すること。
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別記様式（第６条関係）

その２

基 金 財 産 台 帳 （宮城県美術館）

 （単位：円）

年月日 増減理由
現　金

美　術　品　等
繰替運用等

計 摘要増 減 現在高

増 減 現在高 点数 価　格 点数 価　格 点数 価　格 増 減 現在高

　（注）１　年月日欄には，増減の年月日を記入すること。
　　　　２　増減理由欄には，積立て，取得，引渡し等の増減理由を記入すること。
　　　　３　会計年度を経過するごとに，その年度における増減等の合計を記入すること。
　　　　４　価格は，税込みで記入すること。

別記様式（第６条関係）

その３

基 金 財 産 台 帳 （東北歴史博物館）

 （単位：円）

年月日 増減理由
現　金

美　術　品　等
繰替運用等

計 摘要増 減 現在高

増 減 現在高 点数 価　格 点数 価　格 点数 価　格 増 減 現在高

　（注）１　年月日欄には，増減の年月日を記入すること。
　　　　２　増減理由欄には，積立て，取得，引渡し等の増減理由を記入すること。
　　　　３　会計年度を経過するごとに，その年度における増減等の合計を記入すること。
　　　　４　価格は，税込みで記入すること。
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別記様式（第６条関係）

その４

基 金 財 産 台 帳 （現　金）

 （単位：円）

年月日 増減理由 増 減 現在高 内　訳 摘　要

（注）１　年月日欄には，増減（内訳変更を含む。）の年月日を記入すること。
　　　２　増減理由欄には，積立て，取得，引渡し等の増減理由を記入すること。
　　　３　内訳には，運用する口座ごとに預金等の種別と金額を記入すること。
　　　　　他基金との合同運用口座の場合は，預金等の種別の前に【合】と記入すること。
　　　　　約定で満期を定めた預金にあっては，満期年月日を併せて記入すること。
　　　４　会計年度を経過するごとに，その年度における増減等の合計を記入すること。

別記様式（第６条関係）

その５

基 金 財 産 台 帳 （美術品等）

 

台帳
番号

取　得
年月日 登録番号 種別 作者名 品名 制作年 材質，形状，技法等 価格（円）引渡し年月日 所蔵館 摘要

（注）１　取得年月日欄には，購入代金の支払日を記入すること。
　　　２　価格は，税込みで記入すること。
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〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号

　

事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

教
育
長　
　

髙　
　

橋　
　
　
　
　

仁　
　
　

　
　
　

事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
第
二
号
の
表
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一　

遺
児
等
の
奨
学
金
の
給
付
の
決
定

課
長

　

別
表
第
一
第
八
号
の
表
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り

上
げ
る
。

　

別
表
第
二
第
一
号
の
表
第
一
号
18
中
「
15
」
を
「
17
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
三
号

　

宮
城
県
教
育
庁
本
庁
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

教
育
長　
　

髙　
　

橋　
　
　
　
　

仁　
　
　

　
　
　

宮
城
県
教
育
庁
本
庁
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

宮
城
県
教
育
庁
本
庁
文
書
規
程
（
昭
和
四
十
八
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

第
六
条
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

四　

次
に
掲
げ
る
も
の
に
係
る
回
議
書
の
審
査
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

イ 　

教
育
長
名
、
教
育
次
長
名
及
び
課
長
名
で
施
行
す
る
文
書
（
教
育
長
名
で
施
行
す
る
文
書
に
あ
つ
て
は
、
県

の
機
関
に
発
す
る
も
の
（
特
に
重
要
な
も
の
を
除
く
。）
及
び
県
の
機
関
以
外
に
発
す
る
も
の
の
う
ち
軽
易
な

も
の
に
限
る
。）

　
　

ロ 　

契
約
（
訴
訟
に
係
る
も
の
を
除
く
。
以
下
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）。
た
だ
し
、
契
約
の
対
象
に
つ
い
て
、
契
約

予
定
日
の
属
す
る
年
度
又
は
そ
の
前
年
度
に
契
約
の
実
績
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
契
約
に
係
る
契
約
書

の
条
項
に
加
除
が
な
い
契
約
書
に
よ
り
契
約
す
る
と
き
に
限
る
。

別記様式（第６条関係）

その６

基 金 財 産 台 帳 （繰替運用等）

 （単位：円）

年月日 増減理由 増 減 現在高 摘　要

（注）１　年月日欄には，増減の年月日を記入すること。
　　　２　増減理由欄には，繰替運用，繰入運用，繰替運用の償還，繰入運用の償還等の増減理由を記入すること。
　　　３　繰替運用等の使途が明らかな場合には，摘要欄に繰替運用等の使途を記入すること。
　　　４　会計年度を経過するごとに，その年度における増減等の合計を記入すること。
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附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


